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研究成果の概要（和文）：本研究では、「芸術的価値」という概念をあらためて問い直し、その概念の正当性と
役割を考察した。その研究の中で見えてきたのは、「芸術的価値」という概念は現代ではもはや不必要かもしれ
ないし、役に立たないかもしれない、という可能性であった。また本研究では、芸術的価値に大きく関わる営み
として、「批評」という営みの意義や機能を分析した。批評の正当性を担保するためには、従来「理想的観賞
者」という道具立てが用いられてきたが、本研究で見えてきたのは、いまやその道具立てはあらためて見直すべ
き時が来ている、という点であった。

研究成果の概要（英文）： In this research, we reconsider the concept of "artistic value" and assess 
its validity and function. One of the conclusions of this research is that the concept of "artistic 
value" might be now unnecessary and even unuseful. 
  We also analyze the significance and function of art criticism in contemporary artworld. 
Traditionally, art theorists apply the concept of "ideal appreciator" as a theoretical tool to 
explain artistic values, but we might have to reconsider the concept and invent other tools for 
appropriate criticism.

研究分野：美学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、芸術作品の存在論、美的経験、美的証言、芸術的価値といった分析美学の最新のトピックについ
て考察を進め、その成果を論文および書籍として発表できた。
　また本研究の成果のひとつに、分析美学の議論を日本に紹介できたという点がある。本研究では、ノエル・キ
ャロルの書籍『批評について』を翻訳したほか、分析美学をテーマとしたワークショップ開催、ブックフェア企
画などを行った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年の英語圏の美学界では、「芸術的価値 artistic value とはどのような価値なのか」という
問題が一大トピックになってきている。この古くさい問いが最近あらためて問い直されている
のには、主に 2つの理由がある。 
[1]一つは、現代分析哲学の領域で価値論や美的経験論の精緻化が進み、芸術的価値をめぐる
これまでの議論の欠点が顕になってきたからである。価値判断と作品知覚との関係をどう考え
るか、美的性質や芸術的性質といった高次の性質をどう特徴づけるか、価値の規範性と個々人
の趣味の多様性との間にどう折り合いをつけるか、こうした問いが近隣分野の議論の発展をう
けてあらためて問い直されている。 
[2]もう一つの理由としては、現代における芸術の多様化がある。これは単に、伝統的芸術形
式から外れる作品群――たとえばコンセプチュアル・アートやインスタレーションなど――の
登場によって芸術形式が多様化した、というだけの話ではない。多文化主義、美術の多歴史化
などを経た現代においては、芸術制度それ自体がもはや一枚岩ではなくなっている。その複雑
化・多層化した芸術制度のなかでは、作品に求められる「機能 function」も自ずと変化してい
る。芸術はもはや観想的観賞のためだけに用いられるものではない。地域振興や金銭的投資、
さらには心理療法や児童教育など、さまざまな場面で活用されているのだ。 
だが、芸術のこうした多様化を説明するための美学的価値論の構築はいまだに進んでいない。
そのため「この作品に価値はあるのか」といった論争は多方面で頻発し、しかも錯綜状態にあ
る。アートワールドが多元化した現在、「作品をどのように評価すべきか」を説明するための価
値理論の整備は、たんに哲学方面からだけでなく、より実践的な方面からも求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代英語圏の分析美学の領域で行われてきた「芸術的価値」をめぐる論争を整理
しつつ、そこに知覚理論や価値論に関する現代哲学の最新の知見を導入することで、芸術的価
値についての新たな価値論の構築を目指す。本研究の特色は〈理想的観賞者が見て取る美的価
値や認識的価値〉を重視してきた従来の価値論に、「評価されうる価値の多様性（教育的価値、
社会道徳的価値、経済的価値など）」や「観賞態度の多様性（とりわけ非理想的な観賞による評
価）」の視点を組み込もうとする点にある。これは、芸術的価値についての理解を価値の種類や
観賞態度の面で拡張し、現代の多元化したアートワールドにおける芸術評価の複雑性を、理論
的に説明しようとする試みである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の 3 つの分析目標を立て、その下位区分にある各問いに答えることを目指す。 
 1. 芸術の知覚について：美的価値などの高次性質の知覚はどのように特徴づけられるべき
か。また、知覚が重要な役割を果たしていない作品の観賞をどのように考えるべきか。  
2. 価値判断の規範性を支える理想的観賞者という存在について：理想的観賞にはどのような
能力が必要か。また、理想的観賞者を想定することは、一般の観賞にどう影響するのか。  
3. 批評の機能について：現代の芸術評価において批評はどのような機能をもつべきなのか。
実際の批評実践においては、どのような価値がいかなる論法で批判・擁護されているのか。  
研究は 1, 2, 3 の順で進められる。作業 3の前半までは哲学的な価値理論の構築を目指す。3
の後半では、実際の批評論争を分析することで、本成果の批評分野への応用可能性を提示する。 
 
４．研究成果 
 まず作品の知覚や直接観賞の問題について、近年の美的証言の議論を踏まえながら考察を進
めた。その成果は国際学会や科学哲学会にて発表された。(以下の論文４，および学会発表７，
８，９、さらに書籍３)。 
 次に、理想的観賞者の位置づけやそこから逸れる者の作品観賞経験について、美的規範や美
的理由などの議論を利用しつつ考察した。その成果は国際ワークショップや国内ワークショッ
プにて発表された（以下の学会発表１，２，４，５）。 
 最後に、上記の成果を踏まえつつ、実際の批評の場面や芸術的価値をめぐる論争について考
察した。その成果としては以下の論文１，３、および発表２，１０、書籍１、などがある。 
 これらの成果をふまえて見えてきたのは、従来の美学で多くの採用してきた「理想的鑑賞者」
という道具立てを再検討することの必要性である。この課題は次の研究課題につなげつつ、考
察を進めていきたい。 
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